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おひなさまがせいぞろい 

今年度スポーツ賞に 

1団体、16個人 

元気に一日入学 	3 

スキーでつなぐ町民の輪・・4 

学校部活動紹介 	5 

出稼農業者事業所訪問・・・6 

、 

エイノヤァノ剣道でネU・・・ 7 

がんばった顔 	8 ・ 9 

校内スキー大会記録 	10・n'12 

戸籍の窓 

金木病院カルテ 

町にビッグな寄伊一千万円」 	16 

	 ノ 

2 月末現在 前年度同月比 

男 6,297人 △ 145人 

女 6,895人 △ 126人 

計 13,192人 △ 271人 

世帯数 	3,883 

主
な

内
容
 

／
 

×
 

人
ロ
と
世
帯
 

14 

、 

	ノ 



今
年
度
ス
ポ
I
ツ
賞
に
 

ー
団
体
・
1
6個
人
 

平
成
二

年
度
の
金
木

町
ス
ポ
 

ー
ッ
賞
の

授
与
式
が

二
月
二
十

八
日
中
央
公
民

館
で

行
わ
れ
、
 

受
賞
者

に
古
川
教
育
長

か
ら
賞

状
と
記
念

の
メ
ダ

ル
が
贈
ら
れ

ま
し

た
。
 

今
年
度

ス
ポ
ー
ッ
賞

の
受
賞

者
は
一
団

体
と
個
人

十
六
人
。
 

い
ず
れ
も
県
大
会
以
上
で

優
秀

な
成
績
を

残
し

た
。
 

授
与

に
あ
た

り
古

川
教
育
長

が
 
「今
後
、

こ
の
受
賞

を
契
機

に
さ
ら

に
上
の
ク
ラ

ス
を
目
指

し
て
欲
し

い
」
 
と
あ
い
さ
つ
。
 

ま
た
ス
ポ

ー
ッ
賞
授
与

後
、

田
 

中
町

長
が
 
「
ス
ポ

ー

ツ
は
心
も

身
体
も
健
全
で

あ
る
も
の
。

将

来

こ
の
受
賞

に
誇
り
と
自
信
を

も
ち
、

指
導
者

に
な
ら
れ

て
も

頑
張
っ

て
欲
し

い
」
と

お
祝
い

の
言
葉
を

述
べ
た
。
 

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
 

金
木
町

ス
ポ
ー
ッ
賞
 

「
本
町

に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
お
い

て
、
そ
の
技

術
水
準

な
ら
び

に
普
及
水
準

の
向
上

に

つ
と
め
、

町
民

の
健
康
福
祉
に

貢
献
し

本
町

ス
ポ

ー
ッ
振
興

に

多
大
の

功
績
の
あ
っ

た
個
人
、
 

団
体
を
顕

彰
す

る
」
 

	川川川川川金木だより ② 

ト
教
育

長
よ
り

メ
ダ

ル
を
か
け

て
も
ら

う
受
賞

者
 

氏名・団体名 学 校 名 	（所属） 種 	目 受 	賞 	内 	容 

西 村 	公 憲 金 木 中 学校（ 1年） 相 	撲 県 中 体 連 相 撲 大 会 個 人 優 勝 

金木中学校相撲部 金 	木 	中 	学 	校 相 	撲 県 中 体 連 相 撲 新 人 大 会 団 体 優 勝 

伊 藤 	公 寿 金 木 中 学 校（ 1年） 相 	撲 県 中 体 連 相 撲 新 人 大 会 団 体 優 勝 

角 田 	潤 ― 金 木 中 学 校‘(2年） 相 	撲 県 中 体 連 相 撲 新 人 大 会 団 体 優 勝 

吉 田 	郁 世 金 木 中 学校（ 2年） 相 	撲 県 中 体 連 相 撲 新 人 大 会 団 体 優 勝 

桑 田 	隆 幸 金木南中学校教諭 ス 	ギ 	― 金木南中学校スギー部監督として県中体連スキー大会 4 連勝 

小 野 	正 樹 金木南中学校（ 3年） ス 	キ 	ー 第41回青森県中学校スキー大会コンバインド（複合）準優勝 

小 松 	健 蔵 金木南中学校（ 3年） ス 	キ 	ー 第41回青森県中学校スキ一大会に於いて男子総合優勝 

斉 藤 	純 也 五所川原工業高校（ 1年） 少林寺拳法 平成 2 年度県高校少林寺拳法新人大会男子段外の部 1位 

岡 田 	千 臣 五所川原エ業高校（ 2年） 少林寺拳法 
第43回青森県高校総体少林寺拳法競技男子段外の部 1位

第 17回全日本高校少林寺拳法大会男子段外の部 4 位 

中 野 	健 ― 木 	造 	高 	校（ 2年） 陸 上 競 技 青森県高等学校新人陸上競技大会男子槍投 1位 

沢 田 	憲 男 五所川原農林高校（ 1年） ソフトボール 

青森県 高 校春 季 ソ フ トボ ー ル 大会優勝 

青森県 高 校総体 ソ フ ト ボ ー ル競 技優 勝 

平成 2 年度青森県高校新人ソフトボール大会優勝 

野 上 	淳 ― 五所川原農林高校（ 1年） ソフトボール 平成 2 年度青森県高校新人ソフトボール大会優勝 

白 川 	満 

五所川原農林高校（ 3年） 

五所川原農林高校（ 3年） ソフ トボール 

東北選 手 権 高 校 ソ フ ト ボ ー ル 大 会 3 位 

東北総体ソフトボール競技少年男子の部優勝 

全 国 高 校 総 体 国 民 体 育 大 会 出 場 

木 下 	貴 樹 五所川原農林高校（ 3年） ソフトボール 同 	 上 

木 下 	貴 博 五所川原農林高校（ 2年） ソフトボール 同 	 上 

田 中 	儀 昌 五所川原高等学校（ 3年） 空 	手 	道 第 19 回東北空手道選手権大会高校男子組手優勝 
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世界保健デー（4 月 7日） 

健康を守ろうノ 病気からも災害からも 

四
月
か
ら
小
学
校
の
新
入
生

と
な
る
児
童
の
一
日
入
学
が
各

学
校
で
行
わ
れ
、
元
気
よ
い
新

入
児
童
た
ち
と
チ
ョ
ッ
ピ
リ
緊

張
し
た
母
親
た
ち
の
顔
が
そ
こ

に
あ
っ
た
。
 

新
入
児
童
た
ち
が
小
学
校
に

入
っ
て
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
今

ま
で
通
っ
て
い
た
保
育
所
や
幼

稚
園
と
比
べ
て
数
倍
に
な
る
そ
 
 の

大
き
さ
。
し
か
し
臆
す
る
一
」
 

と
も
な
く
元
気
に
廊
下
を
走
り

回
る
児
童
も
い
る
な
ど
、
先
生

方
も
「
最
近
の
子
供
た
ち
は
物

お
じ
し
な
く
な
っ
た
」
 
と
話
し

て
い
た
。
 

受
付
が
終
わ
る
と
児
童
た
ち

は
付
き
添
い
の
母
親
た
ち
と
別

れ
て
各
教
室
へ
入
り
、
自
己
紹

介
の
あ
と
絵
を
か
い
た
り
す
る
 
 な

ど
、
楽
し
い
一
日
入
学
を
す

ご
し
た
。
 

ま
た
母
親
た
ち
は
別
の
教
室

で
校
長
先
生
た
ち
か
ら
通
学
路

や
健
康
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
 

入
学
に
際
し
て
の
注
意
事
項
を

受
け
、
初
め
て
小
学
校
に
入
学

さ
せ
る
母
親
は
少
々
緊
張
ぎ
み

の
様
子
で
あ
っ
た
。
 

③ 金木だより川mIII 

元気に一日入学 
来年度新入生は15ロ人 

▼
み
ん
な
元
気
い
っ

ば
い
ー
嘉
瀬
小
で
 



ト
黙
々
と
前
 
へ前
へ
 

◇
国
税
だ

よ
り
◇
 

寒
気
が
厳
し

い
な
が
ら
も
競

技
終
了
ま
で
好
天
が
続
い
た
一
一

月
二
＋
四
日
の
今
年
の
町
民
ス

キ
ー
大
会
。
 

昨
年
、
 一
昨
年
と
二
年
間
雪

不
足

の
た
め
に
開
催
で
き
な
か

っ
た
う
っ

ぶ
ん
を
晴
ら
す
か
の

よ
う
に
、
参
加
人
員
が
二

一
四

人
、
観
客
約
五
〇
〇
人

を
集
め

て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
 

出
場
し
た
選
手
た
ち
は
こ
の

寒
気
も
な

ん
の
そ
の
、
元
気
一

杯
に
頑
張
っ

て
い
た
。
観
客
は

少
々
寒
さ
に
ふ
る
え
て
見
て
い

た
が
そ
れ
で
も
我
が
子
の
活
躍

の
場
面
に
は
声
を

枯
ら
す
ほ
ど

声
援
。
冬
は
や
っ
ぱ
り
こ
れ
が

な
く
て
は
と
い
っ

た
と
こ
ろ
。
 
 

結
果
は
次
の
と
お
り
。
 

◆
回
転
競
技
 

▼
小
学
校
男
子
の
部
 

第

一
位
秋
元
隆
（
金
木

）
 

第
二
位
奈
良
岳
薫
（

喜
良
市
）
 

第
三
位
内
海
孝
（
嘉
瀬

）
 

▼
小
学
校
女
子
の
部
 

第

一
位
白
川
領
世

（
川
倉
）
 

第
二
位
斉
藤
美
香

（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
沢
田
春
陽
（
嘉
瀬

）
 

▼
高
校

一
般
男
子
一
部
 

第

一
位
三
上
真
広
 

▼
一
般
男
子
二
部
 

第

一
位
白
川
登
喜
雄
 

第
二
位
白
川
勝
信
 

第
三
位
近
藤
徹
 

◆
ジ
ャ

ン
プ
競
技
 

▼
小
学
校
の
部
 
 

第
一
位
原

田
雅
仁
（
嘉
瀬
）
 

第
二
位
今
正
幸

（
喜
良
市
）
 

第
三
位
泉

谷
道
哉
（
嘉
瀬
）
 

◆
距
離
競
技
 

▼
小
学
校
男
子
の
部
 

第
一
位
白

川
博
順
（
川
倉
）
 

第
二
位
三
潟
洋
生

（
川
倉
）
 

第
三
位
原

田
貴
仁

（
川
倉
）
 

▼
小
学
校
女
子
の
部
 

第
一
位

三
潟
樹
理

（
川
倉
）
 

第
二
位
工
藤
千
夏

（
川
倉
）
 

策
三
位
浅
利
恵
子

（
川
倉
）
 

▼
中
学
校
男
子
の
部
 

第
一
位
小

野
正
樹

（
金
木
南
）
 

第
二
位
吉
崎
正
貴

（
金
木
南
）
 

第
三
位
櫛
引
隆
宏
（
金
木
南
）
 

▼
一
般
男
子
二
部
 

第
一
位
成

田
誠
 

第
二
位
工
藤
勇
蔵
 

◆
リ
レ
ー
競
技
 

▼
小
学
校
男
子
の

部
 

第
一
位
川
倉
小
A
チ
ー

ム
 

第
二
位
嘉
瀬
小
A
チ
ー
ム
 

第
三
位

川
倉
小
B
チ
ー
ム
 

▼
小
学
校
女
子
の
部
 

第
一
位
川
倉
小
A
チ
ー
ム
 

第
二
位

川
倉
小
B
チ
ー
ム
 

第
三
位
嘉
瀬
小
A
チ
ー
ム
 

▼
中
学
校
男
子
の
部
 

第
一
位
金
木

南
中
チ

ー
ム
 

▼
高
校
一
般
男
子
の
部
 

第

一
位
金
木
走
友
会
 
 

＠
確
定
申
告
が
 

間
違
っ
て
い
た
と
き
は
 

〈
税
額
を
多
く
 

申
告
し
て
い
た
と
き
〉
 

確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
後

で
、
税
額
を
多
く
申
告
し

て
い

た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
 

「
更
正
の
請
求
」
を
し

て
正
し

い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

〈
税
額
を
少
な
く
 

申
告
し
て
い
た
と
き
〉
 

確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
後
 

＠
四
月
に
は
保
険
料
の
点
検
を

自
営
業
者
な
ど

の
第

一
号
被

保
険
者

の
皆
さ
ん
、
平
成
二
年

四
月
分
か
ら
平
成
三
年
三
月
分

ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料

の
納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

今

一
度
、
お
確
か
め
く
だ
さ
 

こ
の
期
間
の
保
険
料

を
役
場

に
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
は

四
月
三
＋
日
ま
で
で
す
。
 

五
月
に
な
り
ま
す
と
、

役
場

で
は
取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
な

く
な
り
ま
す
。
 

最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
 
 

で
、
税
額
を
少
な
く
申
告
し

て

い
た
こ
と
に
気
付

い
た
と
き
は
 

「修
正
申
告

」
を
し
て
正
し

い

税
額
に
修
正
し

て
く
だ
さ
い
。
 

〈
確
定
申
告
を
 

忘
れ
て
い
た
と
き
〉
 

確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の

に
、
申
告
書

の
提
出

を
忘
れ

て
い
た
と
き
は
、
た
だ

ち
に
確
定
申
告
を
し

て
く
だ
さ

い
。
 

詳
し
く
は
、
五
所
川
原
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

に
出
向
い
て
納
め
る
か
、

社
会

保
険
事
務
所
が
発
行
す
る
納
付

書
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
大

変
手
間
が

か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

ま
た
、
未
納
の
ま
ま
二
年
を

経
過
し
ま
す
と
、
時
効
に
よ
り

そ
の
期
間
の

保
険
料
は
納
め
た

く
て
も
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
 

将
来
「
あ
の
時
キ

チ
ン
と
納

め
て
お
け
ば

…
」
 
と
いう
こ
と

が
な
い
よ
う
、
今
か
ら
納
め
忘

れ
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
 

III Ill川川川―金木だより ④ 

第33回金木町民スキー大会 

◇
国
民
年
金

情
報
◇
 



私
た
ち
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
 
五

年
生
も
四
年
生
も
が

ん
ば

夏
の
間
中
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
 

り
ま
し
た
。
 

っ
て
き
ま
し
た
。
 

練
習
の
時

は
、
グ
ラ
ン
ド
の

六
年
生
が
二
人
だ
け
な

の
で
 

草
と
り
な
ど
を
や
っ
た
り
も
し
 

負
け
て
ば
か
り
で
す
。
 

ま
し
た
。
 

で
も
、
自
分
で
は
が
ん
ば
っ
 

野
球
部
と
練
習
試
合
を
し
た
 

た
と
お
も
い
ま
す
。
 

り
し
ま
し
た
。
 

私
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
が
、
 

そ
の
時
は
、
と
て
も
お
も
し
 

な
か
な
か
ス
ト
ラ
イ
ク
が
入
ら
 

ろ
か
っ
た
で
す
。
 

な
い
時
と
続
け
て
入
る
時
が
あ
 
試
合
で

は
、
川
倉
小
学
校
が
 

り
ま
し
た
。
 

一
番
強
か
っ
た
で
す
。
 

も
う
一
人

の
六
年
生
の
鎌

田
 
「そ
れ
に
比
べ
て
喜
良
市
は

…
」
 

三
美
さ
ん
は
、
シ
ョ
ー
ト
で
と
 
な
ど

と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
 

て
も
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
 

し
た
。
 

で
も
閉
会
式
の
時

に
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
も
ら
っ
た
と
き
は
、
と

て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
 

来
年
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
は

今
年
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
よ
り

も
、
強
く
な
っ

て
ほ
し

い
な
あ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
橋

ひ
か
る
さ
ん
に
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

ひ
か
る
さ
ん
は
左

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
な
の
で
き
っ
と

や
れ
る
と
思
い
ま
す
。
 

喜
良
市
小
学
校
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
 

部
長
 
福
士

陽
子
 

私
達
金
木
南

中
学
校
吹

奏
楽

部
は
、
二
年
生
十
五
名
、
 
一
年

生
八
名
と
い
う
、
女
子
だ
け
の

小
人
数
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
 

一年
生
の
先
輩
が

引
退
し
、
 

計
二
十
三
名
と
い
う
人
数
で
す

が
、
二
年
生
、
 
一
年
生
と
も
仲

が
良
く
、
顧
問
の
高
橋
先
生
と

共
に
、
毎
日
練
習
を
し

て
い
ま

す
。
 

去
年
、
八
月
に
行

わ
れ
た
吹

奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
銀
賞

で
し
た
。
私
達
は
金
賞
を
目
標
 
 

に
し
て
い
た
の
で
、

み
ん
な
う

れ
し
い
反
面
、
残
念
な
よ
う
で

し
た
。
 一
月
に
は
、
 一
年
生
に

は
初
め
て
の

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ

ン
テ
ス
ト
が
あ
リ
、

こ
の
大
会

で
は
、
念
願
の
金
賞
が
取
れ
ま

し
た
。
大
会
だ
け
で
は
な
く
、
 

桜
祭
り
、
夏
祭
り
の
パ

レ
ー
ド

で
も
、
金
木
中
学
校
と
合
同
で
 

。ハ
レ
ー
ド
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
 

こ
う
い
う
面
で
も
、
参
加
で

き
て
、
私
達
も
、

勉
強
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
金
 
 木

町
の
行
事
、

学
校
の
行
事
な

ど
で
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

そ
し
て
、
二
年
生
は
今
年
で

最
後
の
、
 一
年
生
に
と
っ
て
は

始
め
て
の
、
吹
奏
楽

コ
ン
ク

ー
 

ル
に
向
け
て
、
目
標
の
金
賞
を

取
れ
る
よ
う
練
習

に
努
力
し
、
 

ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
県
大

会
へ
い
け
る
よ
う
に
頑
張

り
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

金
木
南
中
学
校
 
吹
奏
楽
部

部
長
 
松
川
郁
美
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吹奏楽部 

 

1 
喜良市小学校 

ソフトボール部 

金木南中学校 

学
校
 

部
活
動
紹
介
 



▲沢田土木で（宿舎） 

▼久喜組で（現場） 

平
成
二
年
度
の
出
稼
農
業
者
 

訪
問
し
た
の
は
田
中
町
長
、
 

事
業
所
訪
問
が
、

二
月
二
十
五
・
 中
谷
農
業
委
員
会
会
長
ら
三
人

二
十
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
 

で
、
二
十
五
日
は
川
口
市
の
沢

て
埼
玉
県
で
行
わ
れ
た
。
 

田
土
木
、

二
十
六
日
は
久
喜
市
 
 

の
脚
久
喜
組
の
二

つ
の
会
社
。
 

沢
田
土
木
に
は
山
中
実
さ
ん

外
十
五
人
、
久
喜
組
に
は
其
田

寿
義
さ
ん
外
五
人
の
方
々
が
働
 
 

い
て
お
り
、
就
労
先
指
導
相
談

会
で
は
認
定
農
業
者
制
度
や
農

業
者
年
金
な
ど

に
つ
い
て
説
明

し
た
後
、
 

一
、
転
作
面
積
に
つ
い

て
平
成

三
年
度
は
増
加
す
る
の
か

一
、
小
田
川
改
修
事
業
に
伴
う

橋
の
新
設

に
よ
り
用
水
路
が

閉
ざ
さ
れ
、
小
田
川
土
地
改
 
 

良
区
に
よ
る
と
ポ

ン
プ
を
取

り
付
け
て
対
処
し

て
く
れ
る

話
し
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
ど

う
な
っ

て
い
る
の
か
聞
い
て

欲
し
い
。
 

一
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
規
制

に
つ
い
て
ど
う
な
っ

て
い
る

の
か
。
 

一
、
新
し
い
事
業
等
が
あ
っ
た

場
合
、
各
集
落
に
出
向
い

て

説
明
会
を
開
催
し
て
欲
し
い

一
、
他
県
で
は
出
稼
者
に
対
し

て
軍
手
、
長
靴
等
を
支
給
し

て
い
る
の
で
町
で
も
や
っ
た

ら
ど
う
か
 

一
、
川
倉
小
学
校
新
築
に
つ
い

て
、
い
つ
頃
新
築
予
定
で
あ
 

〇
危
険

物
取
扱
者
免
状
が
携
帯

に
便
利
な
カ
ー
ド
式
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
旧
様
式
の
免

状

も
引
き
続
き
有
効
で
す
。
 

〇
危
険
物

取
扱
者
免
状
に
貼
付

さ
れ
て
い
る
写
真
が
撮
影
後
＋

年
を
超
え

た
場
合
は
、
本
人

の

確
認
が
難
し
く
な
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
写
真
に
係
る
書
換
え

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
平
成
元
年
三
月
三
十
 
 

る
の
か
 

一
、
町
に
男
子
雇
用
型
企
業
を

誘
致
し
て
欲
し
い
 

な
ど
様
々
な
意
見
や
要
望
が
出

さ
れ
て
、
出
席
者
全
員
で
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
特

に
出
稼
ぎ
解
消
に
向
け
て
の
誘

致
企
業
に
は
一
際
関
心
が
高
か

っ
た
。
 

ま
た
各
事
業
所
と
も
出
稼
ぎ

就
労
者

に
対
し
て
、
宿
舎
、
福

利
厚
生
、
安
全
衛
生
管
理
に
対

し
て
は
＋
分
な
気
遺

い
を
し
て

お
り
、
ま
た
、
賃
金
関
係
等
に

つ
い
て
も
確
実
で
あ
っ
た
。
 

（
金
木
町
農
業
委
員
会
 

大
橋
良
昌
）
 

一
日
以
前
に
交
付
さ
れ
た
免
状

に
貼
付
さ
れ
て
い
る
写
真
が
撮

影
後
、
十
年
を
超
え
て
い
る
場

合
に
は
、
平
成
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
写
真
に
係
る
書
換

え
の
手
統
き
を
し

て
下
さ
い
。
 

詳
し

い
こ
と
は
、
消
防
本
部
 

（
電
話
五
ニ
ー
二
七
四
四
）
ま

た
は
、
消
防
署

（
五
三
ー
二
三

二
二
）
 
へ
お尋
ね
下
さ
い
。
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出
稼
農
業
者
事
業
所
訪
問
 

平
成
ニ
年
度
出
稼
農
業

者
等
特
別
対
策
事
業
 

※
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
 

習
得
者
へ

※
 



エ
イ
ツ
ノ
ヤ
ア
ノ
剣
道
で
礼
 

金
木
剣
武
舘
が
生
徒
募
集
 

昭
和
五
十
九

年
、
剣
道
を
通

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非

行
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
小
学
生
六
名
で

ス
タ

ー
 

ト
し
た
剣
武
舘
は
、
現
在
金
木

剣
武
舘
と
名
称
を
変
更
。
金
木
 
 全

地
域
の
小

中
学
生
を

対
象
と

し
て
、
小
学
生
二
十
四
名
、
中

学
父
母
の
会
員
二
十
三
名
、
中

学
生
五
名
、
中
学
父
母
の
会
貝

五
名
に
な
り
ま
し

た
。
 

父
母
の
会
は
、
子
供
達
の
支
 
 

援
団
体
と
し

て
発
足
し
、
大
会

の
参
加
費
、
道
場
借
上
げ

料
等

色
々
な
面
で
子
供
達
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
 

指
導
の
先
生
方
も
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
が
仕
事
の
関
係
で
今

は
、
三
名
と
な
り
、
毎
週
火
曜

日
と
木
曜
日
に
無
料
奉
仕
で
仕

事
の
合
間
を

み
て
指
導
し
て
い

ま
す
。
 

指
導
の
先
生
と
子
供
た
ち

の

一
生
懸
命
な
と
り
く
み
で
、
弘

前
大
会
・
青
森
大
会
等
大
き
な

大
会
で
も
優
勝
、
準
優
勝
と
新

聞
紙
上

に
金
木
剣
武
舘
の
名
前

が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
 

子
供
た
ち

は
、
剣
道
の
基
本

を
中
心
に
、
明
る
く
、
楽
し
く

練
習
し
て
い
ま
す
。
 

つ
い
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
で
子
供
た
ち

に
指
導
し
て
下

さ
る
先
生
を
求

め
て
い
ま
す
。
 

ま
た
子
供
た
ち
の
参

加
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
申
し
込
み

は
舘
長
一
戸
彰
晃

（
雲
祥
寺
住

職
）
ま
た
は
、
父
母
の
会
員
に

お
話
し
く
だ
さ
い
。
 

先
ご
ろ
行
わ
れ
た
N
H
K
学

園
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

俳
句
の

つ
ど
い
近
畿
大
会
に
お

い
て
、
沢
田
政
孝
さ
ん

（
嘉
瀬

後
町
）
が
三
六
〇
〇
余

り
の
投
 

二
月
五
日
秋

田
県
山
本
郡
八

竜
町
か
ら
役
場
職
員
ら
が
転
作

先
進
地
視
察
と
し

て
来
町
し
ま

し
た
。
 

こ
の
日
訪
れ
た
の
は
川
村
博

文
八
竜
町
産
業
課
主
査
や
農
協

関
係
者
七
人
。
 

嘉
瀬
地
区

の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
 

テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
転
作
大
豆
 
 

句
の
中
か
ら

名
誉
あ
る
全
国
特

選
一
席

に
選
ば
れ
た
。
 

選
者
・
宇
多
喜
代
子
氏

に
よ

れ
ば
「
実
の
熟
す
る
晩
秋

と
も

な
る
と
、
鳥
瓜

の
蔓
は
枯
れ

て

し
ま
い
、
実
の
赤
が

一
段
と
目

立
っ
て
く
る
。
そ
の
蔓
を
た
ぐ

り
寄
せ
た
と
き
の
様
子
が
明
解

に
表
現
さ
れ
て
い
て
、
実
が
踊

る
と
い
う
擬
人
法

に
も
嫌
味
が

な
い
。
い
く
つ
か
並
ん
で
蔓
に
 

の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
視
察

研
修
で
町
側
か
ら
は
助
役
は
じ

め
産
業
課
転
作
担
当
者
、
金
木

地
区
農
業
改
良
普
及
所
が
出
席

し
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ

れ
た
。
 

転
作
に
つ
い
て
は
ど
こ
で
も

対
処
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
あ
り
、
全
国
的

に
も
 

有
名
に
な
っ

た

嘉
瀬
地
区

の
ブ

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
 

ー
シ
ョ

ン
に
よ

る
転
作
大
豆
は

注
目
の
的
。
こ

れ
に
つ
い
て
町

関
係
者
も
惜
し
 
 

ぶ
ら
さ
が
る
鳥
瓜
を
引
く
作
者

の
気
持
ち
の
弾

み
が
「
踊
り
つ

つ
来
る
」
 
と
いう
発
見

に
よ
く

出
て
い
る
」
と
評
し

て
い
る
。
 

沢
田
さ
ん
は
、
こ
の
受
賞
に
 

「信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
驚
い
て

い
る
」
 
と
言
葉す
く
な
に
語
っ

た
が
こ
れ
が
か
え
っ
て
受
賞
の

喜
び
を
表
し
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
 

み
な
い
助
言
を
し

て
い
た
。
 

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
 

・

八
竜
町
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
 

秋
田
県
の
北
西
部

に
位
置
し

面
積
は
三
六
‘

三
七
厨
と
規
模

は
小
さ
い
が
、
平
坦
な
地
形
で

あ
る
た
め
町

土
の
六
〇
％
が
農

用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
中
で

も
メ
ロ
ン
は
全
国
第
三
位
の
収

穫
量
を
誇

り
、
水
田
面
積
は
一
一

〇
〇
』
に
お
よ
ぶ
。
 

ま
た
町
の
中
心
部
を
国
道

七

号
線
が
南
北
に
縦
断
、
男
鹿
半

島
観
光
ル

ー
ト
の
入
り
口
と
な

っ
て
い
る
。
 

⑦ 金木だより川川川川II 

「
蔓
引

け
ば
 

踊
り

つ
つ
来

る
  

鳥
瓜

」
 

来
町

日
記
 
秋
田

県
八

竜
町
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全 日 本 ア ンサ ン ブル コ ン テ ス ト 西北五大 会 

金 	 賞 

金木南中学校打楽器三重奏 金 木 剣 武 舘 菅 原 

全日本アンサンプルコ ンテス ト西北五大会 

銅 	 賞 

木造馬市まつり剣道大会
個人小学校高学年 

第3位 

全 日 本ア ンサン ブル コ ン テ ス ト 西北 五大会

銅 	 賞 

金木南中学校管楽器六重奏 

木造馬市まつり剣道大会 
個人小学校低学年 

第I位 

全 日 本 ア ンサ ンプル コ ン テ ス ト 西北 五 大 会 

銀 	 賞 


